
日本臨床検査医学会 

第 17 回臨床検査管理医講習・認定試験実施要領（2025 年度） 

 

日本臨床検査医学会制定の臨床検査管理医制度により 2025 年度（第 17 回）認定試験を、下記の如く実施 

いたします。 

なお、認定試験の前に臨床検査管理医講習会を行います。内容は最新の臨床検査医学に関するトピックス、

検査室の管理手法、検査センターの法的位置づけ、指導監督手法、精度管理についての考え方、最新の外部

精度評価(医療関連サービス振興会認定医療関連サービスマーク・ISO 15189・CAPサーベイ)の意義と対応、

我が国の臨床検査の現状と問題点など、医療機関の検査室責任者や検査センターの管理者や指導監督医の具

備すべき知識(見識)について各担当講師が実例をまじえて講義いたします。 

 

1．講習会･認定試験日    2025年 9月 23日（火・祝日）12：00～16：00（予定） 

2．講習会･認定試験 場所 三井記念病院 ７F 講堂 

             〒101-8643 東京都千代田区神田和泉町 1 番地 

3．認定試験受験資格            

 1)日本国の医師免許証を有し、医師としてふさわしい人格・識見を持つこと。 

 2)願書請求時に日本臨床検査医学会の会員であること。 

 3)（旧）日本専門医制評価・認定機構の加盟学会の認定医・専門医※、日本医師会認定産業医資格、ICD認

定制度協議会認定インフェクションコントロールドクター（ICD）資格のいずれかを有すること。 

  ※（旧）日本専門医制評価・認定機構の加盟学会は別紙の通り 

 ※複数資格をお持ちの方はいずれか1つで結構です。 

 4) 3)の資格を有さないものは、出願時に本会の学術集会、特別例会、支部総会、支部例会のいずれかに 

合計4回以上出席していること。 

 5) 1 年間以上の臨床検査関連の実務経験を有すること。 

4．提 出 書 類   1) 認定試験受験願書（正面・上半身・6×5cmの写真を貼ったもの) 

                         2) 履歴書 

               3) 施設長からの推薦書（1枚） 

              4) 受験料33,000円の納入証明のコピー 

※提出書類 1)～3)は日本臨床検査医学会ホームページ＞専門医・管理医制度＞臨床検査管理医から 

ダウンロード・印刷をしてください。 

（URL：https://www.jslm.org/recognition/specialist/index.html） 

5．書 類 提 出 期 間   2025年4月16日(水)～5月16日（金）（消印有効） 

6．提 出 書 類 送 付 先 下記へ郵送し請求してください。 

                         配達確認は郵便追跡サービス（簡易書留、レターパックなど）をご利用ください 

             〒101-0052 東京都千代田区神田小川町 2-2 UI ビル 2F 

日本臨床検査医学会 臨床検査管理医 係             

7．受験料(講習会費用含)  33,000 円（10％対象・消費税 3,000 円） 

              2025年 5月 16日(金)までに 1)払込取扱票あるいは 2)学会の銀行口座 

（ゆうちょ銀行）へ会員番号・氏名を記載しお振込みください。 

1) 郵便振替口座：東京 00140-9-613334 

加入者名：日本臨床検査医学会 

2)  ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店（019） 当座 0613334 

9．合  否  発  表  2025年 10月(予定)に HP に掲載し、個別に合否結果を送付する。 

 

備考：資 格 認 定 証  認定試験に合格した者は登録料 11,000 円（10％対象・消費税 1,000 円）を納入

し、認定証を受領するものとする。  

 

※注 意 事 項  

一旦納入した受験料は返金いたしません。 

臨床検査専門医の方は、本試験を受けなくても、申請により臨床検査管理医資格を取得することが可能です。 

https://www.jslm.org/recognition/specialist/index.html


別紙 

 

（旧）日本専門医制評価・認定機構の加盟学会 
 

日本内科学会、日本小児科学会、日本皮膚科学会、日本精神神経学会、日本外科学会、日

本整形外科学会、日本産科婦人科学会、日本眼科学会、日本耳鼻咽喉科学会、日本泌尿器

科学会、日本脳神経外科学会、日本医学放射線学会、日本麻酔科学会、日本病理学会、日

本臨床検査医学会、日本救急医学会、日本形成外科学会、日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学会、日本消

化器病学会、日本循環器学会、日本呼吸器学会、日本血液学会、日本内分泌学会、日本糖

尿病学会、日本腎臓学会、日本肝臓学会、日本アレルギー学会、日本感染症学会、日本老

年医学会、日本神経学会、日本消化器外科学会、日本呼吸器外科学会、日本胸部外科学会、

日本心臓血管外科学会、日本小児外科学会、日本小児神経学会、日本心身医学会、日本リ

ウマチ学会、日本消化器内視鏡学会、日本大腸肛門病学会、日本気管食道科学会、日本周

産期・新生児学会、日本生殖医学会、日本人類遺伝学会、日本超音波医学会、日本核医学

会、日本集中治療医学会、日本輸血・細胞治療学会、日本東洋医学会、日本温泉気候物理

医学会、日本臨床薬理学会、日本産業衛生学会、日本病態栄養学会、日本透析医学会、日

本臨床腫瘍学会、日本総合病院精神医学会、日本アフェレシス学会、日本ペインクリニッ

ク学会、日本脳卒中学会、日本臨床細胞学会、日本心療内科学会、日本放射線腫瘍学会、

日本頭痛学会、日本てんかん学会、日本IVR学会、日本脳神経血管内治療学会、日本肝胆膵

外科学会、日本脈管学会、日本血管外科学会、日本乳癌学会、日本人間ドック学会、日本

高血圧学会、日本総合健診医学会、日本手外科学会、日本心血管インターベンション治療

学会、日本小児循環器学会、日本プライマリ・ケア連合学会、日本頭頸部外科学会、日本

婦人科腫瘍学会、日本脊髄外科学会、日本脊椎脊髄病学会、日本小児血液・がん学会、日

本美容外科学会、日本小児精神神経学会、日本小児心身医学会 


